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１.はじめに  

阿佐ヶ谷住宅は1958年（昭和33年）に日本住宅公

団により開発された分譲型集合住宅である。地上3～4

階建ての鉄筋コンクリート造の118戸と、地上2階建て

テラスハウスタイプの232戸で構成されている。全体の

基本計画を公団の設計課が行い、テラスハウスの一

部を前川國男建築設計事務所が設計するという建築

家と公団の共同で行われた先駆的実例でもある。（図1） 

阿佐ヶ谷住宅が建設されてから50年がたちテラスハ

ウスは設計者の計画とは意図しない所で変化に富ん

だ空間を住人が自ら作り上げている。本研究はこの阿

佐ヶ谷住宅独自の境界面に着目し、用途による境界

面の構築のされ方を明らかにすることを目的とする。 

 

 
The Study of Lay-out of Terraced Housing Exteriors  

－A case of Asagaya housing development－ 
○Marina KOBAYASHI, Yoko SONE  

 

敷地面積 約48000㎡
道路 約9000㎡

全広場面積 約7200㎡
建蔽率 約28％
容積率 約36％
駐車台数 約153台

２.研究対象地区の概要 

2.1住戸計画 

阿佐ヶ谷住宅は「個人のものでもなく、パブリックな

場所でもない、得体の知れない緑地のようなもの（＝コ

モン）を、市民たちがどのようなかたちで団地の中に共

有することになるのか」１をテーマに作られた。そのた

め敷地の中央などに大小の広場が設けられ、各棟は

十分な間隔がとられており、ゆとりのある配置がなされ

ている。広場や棟の間には５０年の歳月をかけて豊か

な緑が形成されている。これらの樹木は計画後に杉並

区による植栽活動によって7回にわたり植えられたもの

と住民らによって植えられたものがある。これらの管理

は管理組合が行い定期的に剪定・伐採を行っている。 

テラスハウスは４戸から６戸の住戸が東西につながり

１つの棟をなし、少しずつずれたり傾きを変えながら配

置されている。各住戸には専用庭が設けられ、ほとん

どの住戸で増改築が行われている。庭は各自で管理

し、多様な景観を生み出している。 

2.2テラスハウス 

 テラスハウスは連棟長屋と呼ばれる形式で各住戸が

地面に接し、水平に連続した接地型集合住宅である。

日本にも長屋形式の住戸形態は存在するがここでは住

宅がすべて南面して並んでいる。この配置計画は当時

の公団の標準的な計画に従った為である。構造につい

ては外壁が耐久性のある素材で作られ、内部の間仕切

り等は木材を主としたやわらかい素材でつくられており

住み手のライフスタイルに合わせて間取りを変化できる

（スケルトンインフィル）プランとなっている。 

 

 

2.3再開発について 

阿佐ヶ谷住宅は、狭さ、老朽化、設備が現代の生

活水準に達していないなどの理由から1984年に再開

発が決定し、1986年に再開発の具体的な計画が持ち

上がった。しかし、阿佐ヶ谷住宅は全体を一団地とし

て認定されていることから現状維持、もしくは全面立て

替えのどちらかしか認められておらず、所有者全員の

同意が得られず現実には至らなかった。現在は各住

戸の立替に関する合意が得られ阿佐ヶ谷住宅組合が

組織する住宅再開発委員会が中心となり改築計画が

進められている。しかし住民らの計画案に対する反対

により計画が大幅に遅れているのが現状である。 

 

 

 
全体

建物名 阿佐ヶ谷住宅
所在地 東京都杉並区成田東
所有形態 分譲（日本住宅公団）
施工 1958年（昭和３３年）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配置図
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・2階平面図 

TA,TB型 TC型 F型
設計 前川國男設計事務所日本住宅公団東京支所日本住宅公団東京支所
構造 コンクリートブロック造コンクリートブロック造 RC造
階層 2階建 2階建 RC造

一戸あたり延べ床面積（坪） 16.43 13.8 15.63
住戸数（戸） 174 58 118

・1階平面図 

図1 阿佐ヶ谷住宅の概要 
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3.調査方法 

今回は住戸のエントランス側と専用庭の境界面に

着目して調査を行った。エントランス側の境界面を

（a）庭側を（ｂ）とし庭同士、エントランス同士など同じ

属性同士で接している境界面を（１）庭や歩道、エント

ランスや歩道などの違う属性が接している境界面を

（２）とした。またエントランスは住戸の出入り口が接し

ている面（a）とそうでない面(a’)とで区別した。（図０） 
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調査対象はまだ住民が多く住んでいる西側エリアか

ら無作為に40戸を選び出し、それぞれの境界面に置

かれているものについてカウントした。 

 

4.調査結果 
4.1エントランス、庭による設置物の比較 

エントランス側（a）と庭側（ｂ）にそれぞれ置かれたもの

の内訳を比較すると（図3）庭側はコンクリートブロック

やフェンスなどの面的なものが多く、エントランス側で

は逆に面で境界を区切るということはほとんどなく自

転車や鉢植えなどの私有物が置かれることが多かっ

た。置かれる物の高さに関しては庭側は腰の位置程

の高さものがほとんどで、エントランス側はまばらであ

った。 

4.2エントランス側による比較 

エントランス側を詳しく見てみると（図 4）出入り口か

ら離れたところにある境界面（a-1）については出入り

口に面した境界面（a'-1）に比べどの大きさの草木に

ついても数が多くなっており、私有物で区切る行為は

あまり見られなかった。a-1 に見られる草木は自然に

生えた草木であると考えられる。a'-1 では a-1 に比べ

石（花壇の石やブロック石）や鉢植えなどの私有物の

数が多く境界が明確に築いていた。また草木もよく手

入れされているものも多かった。a'-1 では近隣を意識

する出入口があるため境界の築きが見られるが、a-1

ではあまり境界としての認識が低いことがわかる。た

だしエントランス側でガーデニングなど庭のように利

用する住人においては a-1 で明確な築きが見られ

た。 

 

4.3 庭側による比較 

庭については（図 5）庭を囲むものとしてはフェンス

（多くはつたがからまっている）やコンクリートブッロク

が多かった。これは個人で取り付けたものや、増築の

際に両となりの住民と共同で設けたものもあり、共同

で取り付けたものは統一された景観となっている。ほ

とんどの住戸で増築を行っており、中には境界義理

きりまで増築している住戸もある。高さに関してはフェ

ンスや樹木は目線の高さよりも腰までの低いもののほ

うが多く見られた。 
4.4 道路に面した境界面の比較 

a-1 では、b-1 と比較すると面的な要素がないためか

たよったものとなった。（図 6） 
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図2 境界面の分類 

 図3 エントランス、庭における設置物の比較 図4 a-1, a'-1における設置物の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注釈 

1）日本住宅公団、津端修一、市民の庭になるコモン、集まって住む風景 

2）増築は本屋外壁より増築壁の中心までは2平米いないとする（平成4年度 

建築協定より） 
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図5 ｂ-1,ｂ-2における設置物の比較
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図6 道路に面した境界面の比較

 


